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特 集 加子母消防団

消
防
団
は
ど
う
動
い
た
ん
で
す
か

六
日
大
雨
特
別
警
報
・
洪
水
警
報
が

出
で
、
加
子
母
消
防
団
幹
部
が
集
合

し
、
本
部
（
加
子
母
公
民
館
裏
）
を

開
設
、
各
消
防
団
員
を
ど
う
動
か
す

か
検
討
し
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
加

子
母
消
防
団
は
、
本
部
の
下
に
、
一

部（
小
郷
・
小
和
地
・
二
渡
）二
部（
番

田
・
中
切
・
上
区
・
中
区
）三
部（
下
区
・

万
賀
・
各
領
）
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
危
険
を
想
定
し
、
各
三
部
の
長
が

詰
所
を
二
渡
・
上
区
・
角
領
に
開
設

し
ま
し
た
。
六
日
は
下
の
方
が
雨
量

が
多
く
、
角
領
と
万
賀
が
ひ
ど
か
っ

た
で
す
。

加
子
母
は
緊
急
な
状
況
は
な
か
っ
た

の
か
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
危
な

か
っ
た
ん
で
す
か

「
危
な
か
危
な
か
っ
た
で
す
。
角
領

で
い
う
と
東
と
西
山
の
四
ヶ
所
に
土

嚢
を
二
五
〇
位
積
み
ま
し
た
。
万
賀

は
峠
に
一
ヶ
所
、
お
墓
の
辺
り
林
道

か
ら
国
道
に
水
が
流
れ
込
ん
だ
の

で
、
土
嚢
を
積
ん
で
方
向
を
変
え
ま

し
た
。

そ
れ
は
何
時
頃
の
事
で
す
か

夜
八
時
頃
で
す
。
各
詰
所
に
二
人
だ

け
残
し
て
消
防
団
員
は
全
員
土
嚢
を

持
っ
て
集
ま
っ
て
積
み
ま
し
た
。
そ

れ
で
土
嚢
が
全
部
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
戻
っ
て
二

次
災
害
に
備
え
て
土
嚢
を
作
れ
る

だ
け
作
り
ま
し
た
。
六
日
は
全
団

員
六
十
二
名
が
集
ま
り
、
翌
七
日
も

三
十
名
が
又
集
ま
っ
て
、
土
嚢
作
り

を
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
が
あ
っ
た
な
ん
て
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
消
防
団
員
の
家
族
で

な
い
と
知
ら
な
い
で
す
ね
。
避
難
さ

れ
た
方
は
ど
れ
位
で
し
た
か

今
回
避
難
さ
れ
た
方
は
、
四
十
九
名

で
す
。
小
和
地
で
十
五
名
、
二
渡
で

三
名
、
下
区
で
五
名
、
角
領
の
十
四

名
は
、
角
領
避
難
所
が
谷
の
水
が
溢

れ
て
行
き
に
く
く
か
っ
た
の
で
、
さ

さ
ゆ
り
会
館
の
方
に
来
て
も
ら
い
ま

し
た
。

皆
さ
ん
自
主
的
に

避
難
さ
れ
た
の
で
す
か

自
主
的
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
た
だ
年

配
の
方
で
車
の
運
転
が
で
き
な
い
方

と
か
あ
る
の
で
手
伝
っ
た
り
、
今
回

は
、
親
が
加
子
母
に
い
る
け
ど
心
配

だ
か
ら
様
子
を
見
に
行
っ
て
欲
し
い

と
い
う
子
供
さ
ん
か
ら
の
要
請
電
話

が
あ
り
見
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
区
長
さ
ん
や
、
親
戚
の
方
達
が

連
れ
て
来
ら
れ
た
方
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
初
め
て
広
報
シ
ス
テ
ム

の
放
送
で
、「
避
難
所
に
移
動
し
た

い
方
は
、
近
く
の
消
防
団
員
か
区
長

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
お
手
伝
い

し
ま
す
」
ー
と
い
う
の
と
、「
も
し

床
下
浸
水
の
怖
れ
が
あ
る
場
合
は
土

嚢
を
積
み
に
行
く
の
で
、
気
楽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
流
し
ま
し

た
。
水
が
溢
れ
て
き
そ
う
ー
と
か
、

困
る
状
況
に
な
っ
て
も
、
皆
さ
ん
何

処
へ
言
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
家
に
い
る
と
か
近
所
の
人
と
相

談
す
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
だ
け
ど
、
消
防
団
に
声
を
か

け
て
も
ら
え
た
ら
お
手
伝
い
し
ま
す

の
で
。

今
ま
で
、
消
防
団
か
ら
そ
う
い
う
放

送
は
し
て
な
か
っ
た
で
す
か

今
回
初
め
て
で
す
。
広
報
シ
ス
テ
ム

放
送
を
活
用
し
て
、
今
の
川
の
状
況

と
か
、こ
こ
に
水
が
溢
れ
て
る
と
か
、

現
状
を
放
送
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
消
防
団
員

が
撮
っ
て
き
た
加
子
母
の
状
況
の
写

真
を
、
家
の
テ
レ
ビ
で
見
れ
る
し
、

災
害
時
に
役
に
立
つ
放
送
シ
ス
テ
ム

に
な
り
ま
す
ね
。
家
の
中
に
い
る
と

外
の
様
子
が
全
然
分
か
ら
な
く
て
、

不
安
で
す
よ
ね
。
中
津
川
全
域
の
情

報
が
流
れ
て
も
、
加
子
母
は
全
く
違

う
状
況
と
い
う
事
が
あ
る
ん
で
、『
加

子
母
の
情
報
は
自
分
達
で
流
さ
な
い

と
』と
思
い
ま
す
ね
。あ
と
、消
防
団
・

消
防
署
・
区
長
・
総
合
事
務
所
の
連

携
を
も
っ
と
良
く
し
て
、
情
報
共
有

が
上
手
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
い
ろ

ん
な
課
題
が
見
え
た
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
自
分
達
の
命
は
自
分
達
で
守
る
」

そ
の
為
の
日
頃
の
訓
練
も
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　

（
七
月
九
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
原
）

特
集　

加
子
母
消
防
団

災
害
か
ら
守
る

近
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
集
中
豪
雨
で
の
災
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
七
月
六
日
〜
七
日
に
か
け
て
の
豪
雨
は
、
避
難
所
開
設
・

避
難
勧
告
の
指
示
が
加
子
母
全
体
に
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
警
報
は
解
除
さ
れ
ず
、
小
中
学
校
、
保
育
園
も
一
週
間
休
み
が
続
く
と

い
う
状
況
は　

今
ま
で
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
加
子
母
に
限
っ
て
言
え
ば
、
大
き
な
災
害
は
起
き
ず
幸
い
で
し
た
が
、
あ
の

豪
雨
の
中
、
加
子
母
消
防
団
の
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
の
危
険
が
迫
っ
た
時
は
、
消
防
団
が
地
域
の
見
回
り
、
土
嚢

で
の
処
置
や
救
助
要
請
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。
各
区
長
さ
ん
は
避
難
所
開
設
、
班
長
さ
ん
は
班
内
の
安
否
確
認
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
で
動
き
ま
す
。
今
回
は
ど
の
よ
う
に
消
防
団
が
動
い
て
い
た
の
か
を
、
団
長
の
今
井
啓
示
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

次の災害に向けて、7日の夜１０時に土嚢作りが行
われました。土嚢作りは8日にも行われました。　
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佐野
智哉
の

自然災害も頻繁になる中で、距離的な近さが重要だと感じています。

それは家の窓からぐるっと見えるぐらいの近さです。

定期的に顔を合わせて、何かとしゃべる。そういった日頃の何気な

いことが、暮らしていく中での安心感につながっているのだと思

うのです。

都会では、自分に合ったコミュニティを選んで気軽に出入

りできる緩いつながりが多く存在します。また、SNS や

ビデオ通話などの発達によって、家の中でも簡単にい

ろいろな人と交流することもできるようになりました

が、隣にどんな人が住んでいるか分からないような

環境が多いようです。そのような都会のコミュニ

ティの中では、相手の一面しか見えないように

思います。加子母のような隣近所の付き合

いの中では、そこに暮らしがあり、ともに地

域維持のため作業をし、実際に顔を合わ

せて話をします。このような環境の中

では相手の多様な面が見えるように

思うのです。

ふと、加子母に訪れて間もない

頃に、あるおじいさんが「トン

トントンカラリンと隣組〜」

と歌を歌ってくれたことを

思い出したのでした。

ツバメが久しぶりに我が家に来てくれた。毎年、田植えが始まる頃、軒下にツバメが現れる。

たぶんツガイに見える。仲の良さそうな二羽は電線に止まって、ここに巣をつくっていいのか、ここに

作って安全なのかと、いろいろ話し合いをするようだ。とても賑やか。大きい声で主張するのは、やはり

奥さん？いろいろ話し合って、結局二羽は去って行ってしまう。そんな年が何年もつづいた。私達は、ツバ

メが巣を作りやすいようにと、軒下に板まで 備え付けた。でも、ツバメ夫婦は相談はするが、いつも我が

家はボツになった。それが、今年は軒下に巣を作った。完成した巣に卵を産み、二羽が交互に卵を温め、

６月15日に１センチくらいの白い卵の殻が下に落ちていた。たぶん孵化したのだろう。最初は声も聞こえず、

本当に雛がいるかどうかさえ、しばらくわからなかった。その内、頭がみえるようになり、産毛の付いた羽

が見えるようになり、黄色のくちばしが巣の回りに並ぶようになった。小さな巣の中に五羽、押し合いへし

合い賑やかだ。そして、ついに羽を羽ばたかせる。巣の端の方にのって羽ばたきの練習をするため、巣が

少しずつ形を崩し壊れていく。そして、親ツバメはそれを見守りつつ、必死に餌を運ぶ。微笑ましい遅春の

光景だ。大雨警報が出て、どしゃ降りの雨が降る日、雛達は巣立って行った。その小さな体に危険な事や、

大きな災難が山のようにぶつかると思うけど、生き残って、来年も来て欲しいと、 暗
い空に向かって心の中

で祈った。

Pet！わが家の

わ～
、い
いこ
とあ
るか
も

今井
ラッ
キー

ちゃ
ん　

24 才 ( 下区 )

7 月に降り続いた大雨にワタ

シはビックリして、かくれて、出

て行けないのー。末っ子の長男く

んよりちいと早く生まれて一緒にひ

となったのー。人間界で換算するとお

よそ 112 才のおばあちゃん猫なんだっ

てー。ビックリーした？

お父ちゃんが病気でベットで生活するように

なって、ワタシは、お父ちゃんの隣で寝るの

が好きなのー。右半身が動けないから、右側で

寝るのー。そうするとね、お父ちゃんがナデナデ

してくれるのー。大好きなお父ちゃんのベッドで眠る

と安心するのー。

お母ちゃんが泣いている事があるんだけど、涙を見ると

ワタシも悲しくなるから、お母ちゃんの涙をペロペロ舐め

て慰めてあげるのー。

今井家にはもう1匹の猫がいるから紹介するねー。『しゃれす

け』7 歳のオスで、色はグレーなのー。食べるのが大好きだから、

大きく育って 5kg あるらしいのー。ちょっと太りすぎって思ってい

るのー。いっぱい食べていっぱい遊んで動くと痩せるかもにゃー。

コ ウ ノ ト リ
加子
母の

赤ち
ゃん

2019 年度
2020 年度

男
女

男
女

4月
0

0
0

１

5月
0

0
０

０

6月
０

０
０

０

7月
2

0

8月
0

0

9月
1

1

10月
0

0

11月
0

0

12月
0

3

1月
0

0

2月
0

1

3月
0

1

計
3

6
0

1

（令和 2 年 6月１6日現在）

からしお 吟 社

短　
歌	

望
ま
ず
も
八
十
余
年
を
生
か
さ
れ
て
今
日
も
励
ま
む
薔
薇
の
剪
定	

今
井	
和
子

川　
柳	

若
者
が
貴
重
な
里
の
消
防
士	

南	

竜
太（
和
田	
冨
郎
）

川　
柳	

我
が
家
に
も
打
出
の
小
槌
あ
る
と
いい	

伊
藤	
厚
子
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お持ち帰りも好評です！

こざと

Tel: 79-3618
（サブロクジュウハチ）

定休日 月・火曜日

小郷 けいちゃんの

編集長／秦
編集後記

加子母の美味しい料理や昔の料理など教えてください。

福井やよい ☎ 0573-79-2627
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2020年7月21日発行 No.184ニ ワ デ ン
（一財）岐阜県消防設備協会会員

消火器の点検、販売、廃
棄処分ご相談ください。
悪質な消火器の
訪問販売にご注意を！

Tel. 79-2285

ドロ
ーン
をつ
かっ
た

プロ
グラ
ミン
グ学
習

誕生
日会
と節
句会

かし
も食
堂

昔から伝わる絶品料理を紹介！

食には文化があらわれる。

小
学 校

保
育 園

乳
幼

児

野菜
のごろ

ごろオ
ーブ
ン焼
き

新型コロナウイルス感染症の影響で小さ

な子ども達ばかりの保育園では 4 月からそ

の対応に追われています。自粛期間を含め、

当たり前の生活が出来ないことの大変さに子ど

も達を巻き込むことが、仕方ないとはいえ、申し

訳ないと日々感じています。何より行事の変更が沢

山ある1学期でした。

気持ちの下がるニュースばかりが多い中、加子母の方の

温かさに触れることがありました。加子母在住の一般の方よ

り子ども用マスク、商工会青年部加子母支部よりアルコール消

毒液、Ｒ1年度保護者会本部役員よりアルコール消毒液、中区

の安江丞司さんより、飛沫防止シールドを園の机に合わせて制作し

て頂き（各クラス分）、アルコール消毒液も追加で寄付して頂きました。

大変な日常になって

いますが、この時期

に困っている人の事

を考えて下さるこの

気持ちに感謝してい

ます。ありがとうござ

います。

７月１日(水)に６年生がドローンを使ったプログラミング学

習の公開授業を行いました。他校の先生方も参観する

中で、設定されたコースにそってドローンが飛ぶよう自

分たちでプログラムを考えて飛ばしました。この様

子をオンライン配信し、鳥取、多治見、市内の小

中学校や、兵庫教育大学の先生方にも見てい

ただきました。夢中になって取り組む姿が印

象的でした。

【加子母・付知子育て支援センター くるりんぱ】

感染症拡大防止対応の『くるりんぱ開放日』を設けています。

詳しくはこちらからご確認下さい。

加
子

母
っ

子
だ

よ
全

員
集

合
！

⇩

3月はコロナで自粛生活でしたね。天気もよく暖かく、農作業も早かったですね。毎日、

万賀のたなか農園へ苗を買いに行きいろいろ野菜を、植えました。おかげで野菜が一杯採れ

て料理するのが楽しいです。オレンジのカリフラワー、バナナピーマン。緑色なす。赤、黄色のパプリ

カ。たなか農園のおかげで食生活が豊になりました。たなか農園にお薦め料理を教えて頂きました。新鮮な野

菜が一杯頂けます。とても美味しくパワーがでます。

  材料

じゃがいも、玉ねぎ、トマト、人参、なす、にんにく、ウインナーまたは肉。ある野菜で！

作り方

①オーブンの皿にクッキングシートを敷いて野菜などをごろごろのせる。

②オリーブ油をたっぷりかけて、塩、コショーをかける。

③ 230 度ぐらいで 15 分ぐらい焼く。

ポイント

①じゃがいも、人参はレンジで柔らかくしておく。

②バナナピーマンを一緒に焼くとピリッとして大好きです。

③ポン酢や味噌などいろいろな味でいただくのもおしゃれ

大雨が続いて大き
な被害を受けた方は
本当に大変だと思いま
す。きっと皆さんもテ
レビなんかで九州の川が
氾濫している様子を見たで
しょう。でも自分の所の川が
どうなっているかは実際に見に
行かないとわからないですよね。
遠い所の情報はあっても身近な情
報は少ない。いつもと同じくらいし
か降ってないのに避難指示が出ていた
りと有効な情報の見極めが難しい。新
型コロナも同じで東京や大阪の情報をい
くら聞いても、じゃあ加子母ではどうすれ
ばいいのかは曖昧です。不安ばかりあおって
経済を止めてはいけません。でもこれから旅
行やイベントが再開されて行くとどうなるんで
しょうか。雨が降っても、仕事がなくなっても、
休むことのない「かしも通信」読んでみよう！
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「住宅用火災警報器」の設置・点検はお済ですか？   
　住宅用火災警報器の設置義務化から約１０年が経過しました。住宅用火災警報器の

設置はお済みですか。設置したご家庭は一安心・・・と思いきや！！

　一般的な機器の電池寿命は約１０年となっており、住宅用火災警報器も同様です。ま

た、内部センサーの劣化により、火災を感知しなくなることがあります。

　ご家庭の住宅用火災警報器を一度点検し、交換しましょう！！

図書室だより

【おすすめ図書】

■ちびまる子ちゃんのラクラク勉強法（キャラクター原作 さくらももこ　監修 沼田晶弘 )

やる気のツボのおしかたや、勉強モードに入る方法、漢字や計算に強くなるクイズやゲー

ム、教科別の勉強の楽しみ方、テスト満点大作戦…。自分から楽しく勉強できるように

なるコツをちびまる子ちゃんとともに学ぶ。

■ブルーネス（著 伊与原新）

「津波監視システムの実現に手を貸して欲しい」。東日本大震災後、地震研究所を辞めた

準平は、学界で異端視される武智に誘われる。個性が強すぎて組織に馴染めない“は

み出し者”たちと、準平は前人未到のプロジェクトに挑むが…。

■天下取（著 村木嵐）

武田、今川、北条の同盟で政略結婚をさせられた３人の姫、黄梅院、嶺松院、早川殿。

つかの間の幸せは三家の対立によって崩れてしまう。戦国の世の道理に翻弄されながら

も、愛する家族のために生きる女たちの運命を描いた６つの短編集。

■機能性野菜の教科書（編著 中野明正）

ヒトの健康に寄与する野菜の成分、特に生活習慣病を予防する抗酸化などの「生態調

節機能」に着目。トマトやキャベツといった主要な野菜について、膨大な分析データを

もとに解説。また、機能性成分を美味しく摂取するための料理レシピも提案する。

■ひだまり ( 文 林木林　絵 岡田千晶 )

トラ猫のトラビスはミケ猫のミケーレに出会い幸せを知る。ミケーレの死ですべてを失っ

た絶望の底から、再び希望の光を見出すまでを描いた感動作。

加子母の人口と世帯数（令和２年７月1日現在） 世帯数：968世帯　男：1,331人　女：1,376人　計：2,707人

このページでは、加子母総合事務所からみなさんへ、地域に密着した情報をお知らせします。
みなさんの身近な地域情報をお寄せ下さい。    (加子母総合事務所:0573-79-2111まで）

こちら総合事務所です
８月の行事予定

【お願い】現在、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため、イベント等が中止や延期、規模を縮小して
の開催になっています。下記予定も変更等される場合
がありますので、ご承知おきください。

1 土
2 日
3 月
4 火
5 水

6 木
BCG予防接種（受付13：00〜13：15）付知会場

【中学校】教育長訪問・管理訪問
7 金【中学校】長期休業前集会
8 土【小学校・中学校】夏休み〜１６日
9 日 大型・有害ごみ（9〜13）
10 月
11 火 民生児童委員会定例会（19：30〜）
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日 不燃・硬質・資源ごみ（17〜18）
17 月【中学校】長期休業明け集会

18 火
行政相談（13：30〜15：30）　
特定健診（受付8：30〜10：30）加子母総合事務所
がん検診（受付8：30〜10：30）加子母公民館

19 水
20 木 １歳６か月児健診（午後）付知会場
21 金
22 土
23 日
24 月

25 火
【保育園】身体測定
人権相談（13：30〜15：30）
区長会（14：00〜）

26 水【保育園】避難訓練

27 木
【保育園】誕生日会　
3か月児健診（午後）付知会場

28 金
29 土【保育園】保護者会環境整備
30 日
31 月【中学校】命を守る訓練（地震）


